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(57)【要約】
　本発明は、単一成分及び／又は複数成分の飲料を調製
する為の飲料製造装置を提案する。この装置は、上記成
分を調製する為の淹出ユニット、使用者により機械的に
操作されるように設計された複数のボタン又はキー（１
ａ、１ｂ、１ｃ）を与えるユーザーインターフェース（
１）であって、別々のボタン又はキー（１ａ、１ｂ、１
ｃ）に関連付け付けられたグラフ上の識別項目（３ａ、
３ｂ、３ｃ）を有する、上記ユーザーインターフェース
と、複数の選択可能かつ動的に配分された機能（５ａ、
５ｂ、５ｃ）および上記飲料に関する情報を前記ユーザ
ーインターフェース（１）の前記ボタン又はキー（１ａ
、１ｂ、１ｃ）を選択して押すことにより表示する為の
ディスプレイ（２）であって、上記ユーザーインターフ
ェース（１）から分離され、上記ボタン又はキー（１ａ
、１ｂ、１ｃ）の上記別々の識別項目（３ａ、３ｂ、３
ｃ）のグラフィカル表示（４ａ、４ｂ、４ｃ）に密接し
て現設定機能を表示することにより、複数の機能（５ａ
、５ｂ、５ｃ）のうちの選択する一つに対して、上記ユ
ーザーインターフェース（１）の上記別々のボタン又は
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一成分及び／又は複数成分の飲料を調製する為の飲料製造装置であって、
　前記成分を調製する為の淹出ユニットと、
　使用者により機械的に操作されるように設計された複数のボタン又はキー（１ａ、１ｂ
、１ｃ）を与えるユーザーインターフェース（１）であって、別々のボタン又はキー（１
ａ、１ｂ、１ｃ）に関連付け付けられたグラフィカル識別項目（３ａ、３ｂ、３ｃ）を有
する、前記ユーザーインターフェースと、
　複数の選択可能かつ動的に配分された機能（５ａ、５ｂ、５ｃ）および前記飲料に関す
る情報を前記ユーザーインターフェース（１）の前記ボタン又はキー（１ａ、１ｂ、１ｃ
）を選択して押すことにより表示する為のディスプレイ（２）であって、前記ユーザーイ
ンターフェース（１）から分離され、前記ボタン又はキー（１ａ、１ｂ、１ｃ）の別々の
前記識別項目（３ａ、３ｂ、３ｃ）のグラフィカル表示（４ａ、４ｂ、４ｃ）に密接して
現設定機能を表示することにより、複数の機能（５ａ、５ｂ、５ｃ）のうち選択する一つ
に対して、前記ユーザーインターフェース（１）の前記別々のボタン又はキー（１ａ、１
ｂ、１ｃ）の現設定マッピングを示すように設計された、前記ディスプレイと、
を備える、飲料製造装置。
【請求項２】
　前記ディスプレイ（２）が、前記装置の操作状態に依存して、所定数の前記別々のボタ
ン又はキー（１ａ、１ｂ、１ｃ）に対して、現設定マッピングを示すように設計されてい
る、請求項１に記載の飲料製造装置。
【請求項３】
　前記ディスプレイ（２）は、各々が複数の機能（５ａ、５ｂ、５ｃ）のうち一つを表示
するように設計された地域別に差異を示す機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）を備える、請求
項１又は２に記載の飲料製造装置。
【請求項４】
　前記地域別に差異を示す機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）は、独立して有効化または無効
化されるように設計されている、請求項３に記載の飲料製造装置。
【請求項５】
　前記機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）は、前記ディスプレイ（２）の少なくとも一つの側
部に沿って配置されている、請求項３又は４に記載の飲料製造装置。
【請求項６】
　前記機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）は、前記ディスプレイ（２）の同一の側部に沿って
配置されている、請求項３～５のいずれか一項に記載の飲料製造装置。
【請求項７】
　前記機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）は、前記ディスプレイの異なる側部に配置されてい
る、請求項３～５のいずれか一項に記載の飲料製造装置。
【請求項８】
　前記ボタン又はキー（１ａ、１ｂ、１ｃ）の前記別々の識別項目（３ａ、３ｂ、３ｃ）
）の前記グラフィカル表示（４ａ、４ｂ、４ｃ）は、前記ディスプレイ（２）の前記機能
領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）に隣接して存在する、請求項１～７のいずれか一項に記載の飲
料製造装置。
【請求項９】
　前記グラフィカル表示（４ａ、４ｂ、４ｃ）は、前記ディスプレイ（２）の一体部分で
あり、或いは、前記ディスプレイ（２）の追加部分として備えられている、請求項８に記
載の飲料製造装置。
【請求項１０】
　前記ユーザーインターフェース（１）は、前記ディスプレイ（２）から離れている、請
求項１～９のいずれか一項に記載の飲料製造装置。
【請求項１１】
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　前記ユーザーインターフェース（１）は、少なくとも一つの特権方向で、少なくとも一
連のボタン又はキーを与える圧力キー要素であり、前記方向は、前記ディスプレイ（２）
上の前記機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）の対応した特権方向に対応している、請求項３～
１０のいずれか一項に記載の飲料製造装置。
【請求項１２】
　前記圧力キー要素（１）は、それぞれ、左の圧力キー、中央の圧力キー、右の圧力キー
を備える、請求項１１に記載の飲料製造装置。
【請求項１３】
　前記圧力キー要素（１）は、それぞれ、左の圧力キー、中央の圧力キー、右の圧力キー
、上の圧力キー、下の圧力キーを備える、請求項１１に記載の飲料製造装置。
【請求項１４】
　前記ユーザーインターフェース（１）は、前記装置の上に配置され、前記ディスプレイ
は、前記装置の前に配置されている、請求項１～１３のいずれか一項に記載の飲料製造装
置。
【請求項１５】
　前記装置は、前記使用者が前記飲料を調製することを支援するために少なくとも一つの
メニューを表示するプログラムを備える、請求項１～１４のいずれか一項に記載の飲料製
造装置。
【請求項１６】
　少なくとも一つの機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）は、前記メニューのスクロール機能で
ある、請求項３～１５のいずれか一項に記載の飲料製造装置。
【請求項１７】
　前記装置の前記淹出ユニットは、使い捨て飲料用カプセルを受けるように構成されてい
る、請求項１～１６のいずれか一項に記載の飲料製造装置。
【請求項１８】
　前記装置は、少なくとも２つのカプセルから飲料を調製するためのプログラムを更に備
える、請求項１７に記載の飲料製造装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
本発明は、単一成分及び／又は複数成分飲料を調製するのに適した飲料製造装置の為の制
御手段の分野に関する。より具体的には、本発明は、上記飲料製造装置の操作中に使用者
を案内し、または、使用者を指示する為の強化されたユーザーインターフェースに関する
。
【０００２】
【発明の背景】
【０００３】
飲料製造装置の分野には、例えば、コーヒー又はコーヒー型飲料のような所望の飲料を装
置の使用者に調製させる多数の様々なシステム及び装置が存在する。
【０００４】
非常に知られた例では、カプセルまたはカートリッジベースのシステムを用いた調製であ
り、これは、液体食物を形成する為に、カプセルまたはカートリッジの内部に設けられた
原料と例えば水のような液体との相互作用を可能にしている。そのため、例えば、エスプ
レッソ、レギュラーコーヒー、ミルクアンドコーヒー、プレーン又はフロストホットミル
クのようなミルク単独、カプチーノ、ティー、他種類の混和物のような多くの異なる種類
の飲料が、当該装置を用いて調製可能になる。しかしながら、それは、例えばスープのよ
うな他種類の液体食物を装置で製造することも可能である。
【０００５】
米国特許出願第２００７／０２４３２９４号は、例えば、泡立て飲物の調製方法に関し、
泡立て可能な原料を含むカプセルを準備するステップと、前記カプセルから逃げる流体を



(4) JP 2013-533003 A 2013.8.22

10

20

30

40

50

収集するように位置されたレセプタクルを準備するステップと、前記泡立て可能な原料で
混合する為に前記カプセルに液体を注入するステップと、前記液体と混合された泡立て可
能な原料を前記カプセルから前記レセプタクルに逃がすステップと、その後、前記レセプ
タクル内で泡立てられた液体を製造する為に、約０．５から約２ｍｍの直径を有する噴流
で、更なる液体を前記レセプタクルに注入するステップと、を備える。この発明は、その
方法に使用されるために特に適合されたシステム、カプセル、器具をも提供する。好まし
くは、食物原料は、ミルク粉末であり、当該方法は、カプチーノコーヒーのような熱い泡
立てられた飲料を製造する。
【０００６】
飲料製造装置の操作のために、一般的に、操作ボタンが設けられ、これらが、当該装置に
所望の操作指令を使用者が入力することを可能にする。そのため、装置の所望の操作を起
動する為または有効化する為、当該装置の操作ボタンの使用法についての情報を提供する
ように設計されたユーザーマニュアルのような操作指示を提供することが知られている。
【０００７】
そのため、ユーザーマニュアルは、使用者が当該操作に慣れるまで当該装置の最初の操作
に必要であるばかりか、例えば、メンテナンス及び特定の洗浄及び／又は湯垢除去機能の
ような当該装置により実行される稀に生じる操作に必要である。
【０００８】
いずれの場合であっても、これらの印刷マニュアルまたは操作指示の取り扱いは、操作さ
れる装置が、選択される機能及び／又は当該装置により実行されるプログラムの数が増え
ると、特に非常に不便になる。さらに、印刷された操作指示は、容易にしまい忘れられ、
例えば、しばしば使用者に必要なときに見つけられない。
【０００９】
このため、当該装置の使用者に視覚及び／又は音声情報を提供する指示装置が開発されて
きており、例えば、異なる操作上のステップを通じてまたは飲料調製処理を通じて、強化
された使用者の案内が当該装置の所望の操作を起動する為に可能になっている。そのため
、指示装置は、飲料製造装置の一体部分であることが好ましい。
【００１０】
例えば、米国特許出願第２００７／０１３５９４８号は、コーヒー機のような家庭機器の
操作法を使用者に指示する為の装置および方法を提案する。当該方法は、当該器具の操作
に関して使用者に指示する為に、少なくとも一つの出力装置を介して情報を出す。また、
当該方法は、少なくとも一つのマーカー要素の使用により、後の指示中に使用者が考慮す
べき当該装置の制御要素を認識する。
【００１１】
さらに、米国特許出願第２００８／１８３３３０号は、自動飲料機の為の制御パネルを提
案し、これは、タッチスクリーンを備え、このタッチスクリーンが、所望の飲料を選択す
る為に使用される第１の選択機構として、表示された基本設定のような、メモリ部に保存
されたアイコンを視覚的に表示し、これを用いて、所定の調製処理が起動される。選択さ
れた飲料調製処理ステップは、タッチスクリーン上で視覚的に表示されてもよい。あるい
は、タッチスクリーンは、第１の選択機構を起動することにより飲料が選択された後、所
望の調製設定を選択する為に、第２の選択機構として使用される。ある調製設定が選択さ
れるとき、タッチスクリーンは、操作者に所望の設定を選択させ保存させる設定キーアイ
コンに加えて、選択された飲料の為のアイコンを表示する。
【００１２】
したがって、操作者が飲料を選択することができ、飲料製造装置により調整されるように
、当該飲料製造装置に専用制御パネルを設けることが知られている。そのため、制御パネ
ルは、テキスト、シンボル、アイコンのような選択を示す表示装置と結合されることが好
ましく、操作者が、飲料を選択する為の入力、或いは、飲料を調製する個別設定をチェッ
クする選択肢が生じる。
【００１３】
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注意すべき点は、飲料を調製する為の装置は、現今では、広範囲の異なる飲料を調製する
ように適合されており、使用者が、複数の異なるタイプの熱い飲料を選び出すことが可能
であり、更に／又は、直接、飲料パラメータ或いは飲料製造装置の他の操作上のパラメー
タを調整することが可能である点である。
【００１４】
同時に、飲料製造装置、特に、家庭で使用する為の飲料製造装置は、所定の支持体に置か
れるとき貴重な空間を節約する為に、ますます多くの小型設計が望まれる。したがって、
独特の小型設計の装置に対する制御手段を設けることが望まれる。
【００１５】
さらに、比較的に多くの、装置の操作上のパラメータの選択および設定、同時に、装置の
簡単かつユーザーフレンドリーな操作を可能にする強化された制御手段が必要とされてい
る。そのため、制御手段の複雑性を最小限に減らす為に、ボタンやキーのような設けられ
た入力要素の数を減らすことが、特に望ましい。
【００１６】
これらの目的は、独立形式の請求項の特徴を用いて解決される。従属形式の請求項は、本
発明の主要なアイデアを更に発展させている。
【００１７】
【発明の目的及び概要】
【００１８】
本発明は、単一成分及び／又は複数成分飲料を調製する為の飲料製造装置を提案するが、
この装置は、上記成分を調製する為の淹出ユニット、使用者により機械的に操作されるよ
うに設計された複数のボタン又はキーを与えるユーザーインターフェースであって、別々
のボタン又はキーに関連付けられたグラフィカル識別項目を有する、上記ユーザーインタ
ーフェースと、複数の選択可能かつ動的に配分された機能および上記飲料に関する情報を
前記ユーザーインターフェースの前記ボタン又はキーを選択して押すことにより表示する
為のディスプレイであって、上記ユーザーインターフェースから分離され、上記ボタン又
はキーの別々の上記識別項目のグラフィカル表示に密接して現設定機能を表示することに
より、複数の機能のうち選択する一つに対して、上記ユーザーインターフェースの上記別
々のボタン又はキーの現設定マッピングを図解するように設計された、上記ディスプレイ
と、を備える。
【００１９】
本発明に従う装置は、例えばコーヒー、ティー、ミルク、スープ等のような複数の異なる
タイプの熱い或いは／更に、冷たい液体食物の調製を可能にするように設計されるのが好
ましい。そのため、当該装置は、少なくとも液体または水リザーバと、例えばサーモブロ
ックのような加熱手段と、ポンプと、加熱され圧縮された液体をカートリッジ又は、当該
装置の専用抽出チャンバに選択的に挿入可能なカプセルに提供する為の注入手段とを備え
る。したがって、当該装置は、カプセルの第１面を貫通して液体の注入を可能にし、その
後、カプセル内部に設けられた成分と相互作用するように液体が作られる。カプセルを貫
通した液体の注入を用いて、カプセル内部の圧力が上昇するので、カプセルの第２面が開
口され、そこから液体食物が注がれ、カップのような受け容器により収集される。
【００２０】
当該装置の操作は、ユーザーインターフェースを用いて制御可能であり、それにより、装
置に関連する情報がディスプレイに出力される。ディスプレイ及びユーザーインターフェ
ースは、互いに分離されているので、ディスプレイ及びユーザーインターフェースの両方
とも、飲料製造装置では独立して配列可能である。
【００２１】
したがって、両方のディスプレイ及びユーザーインターフェースの両方の大きさが減じら
れ、例えば、ディスプレイ及びユーザーインターフェースの、異なるタイプの飲料製造装
置に対する適合性を高めることができる。さらに、特に非常に小型設計の飲料製造装置に
対し、ディスプレイ及びユーザーインターフェースの都合の良い設置が可能になる。
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【００２２】
注意すべき点は、ユーザーインターフェースが当該装置のディスプレイから離れて配置さ
れるのが好ましい点である。そのため、当該装置のディスプレイ及びユーザーインターフ
ェースは、飲料製造装置の異なる位置及び／又は部品に配置されるのが好ましい。ユーザ
ーインターフェースは、例えば、当該装置の上部に配置可能であり、ディスプレイは当該
装置の前に配置可能である。
【００２３】
ディスプレイがユーザーインターフェースのボタン及び／又はキーの現設定マッピングを
示すので、当該装置の使用者は、そのユーザーインターフェースを用いて、ディスプレイ
により図解された機能を通じてナビゲーションが可能になる。
【００２４】
このため、ボタン又はキーの別々の識別項目のグラフィカル表示に密接した現設定機能の
表示によりマッピングが得られることから、使用者は、ユーザーインターフェースのボタ
ン及び／又はキーと、示された機能とを簡単に関連付けることが可能になり、それにより
、同時に、選択可能機能を表示する為のディスプレイサイズの効果的な使用が得られる。
【００２５】
ボタン又はキーの識別項目のグラフィカル表示は、ディスプレイに密接して、分離した要
素として配列されるのが好ましいことが分かる。したがって、ディスプレイのサイズは、
著しく減らすことができる。しかしながら、識別項目のグラフィカル表示は、同様に、デ
ィスプレイ自身によっても図解できる。
【００２６】
ディスプレイは、ＬＣＤスクリーンであることが好ましい。しかしながら、ディスプレイ
は、当該装置の使用者に情報を示すのに適した如何なる装置でもよい。例えば、ディスプ
レイは、同様に、ＬＥＤ又はＯＬＥＤスクリーンでもよい。
【００２７】
さらに、ユーザーインターフェース及び／又はディスプレイは、あらかじめ、或いは、ユ
ーザーインターフェースのボタン及び／又はキーを押すことによって使用者の命令に応じ
る、使用者に対し音響信号を与える音声出力手段を備えてもよい。
【００２８】
飲料製造装置の使用中、ディスプレイは、飲料製造処理を通して便利な案内を可能にする
ため、飲料調製に関する情報を使用者に与える。そのため、ディスプレイは、調製される
べき飲料、その飲料調製処理の現処理ステップ、当該装置の操作状態、現装置の設定、そ
の飲料調製処理の異なる処理ステップの各々で実行可能な機能などに関する情報を提供す
ることが好ましい。したがって、便利な使用者の案内が可能になり、当該装置を操作する
為のユーザーマニュアルが省略できる。
【００２９】
好ましい実施形態において、ユーザーインターフェースのキー及び／又はボタンを用いて
使用者が選択可能な当該装置の表示された機能のマッピングは、ディスプレイに示される
機能または情報に特に適合される。
【００３０】
さらに、ディスプレイは、当該装置の操作状態に依存した別々のボタン又はキーの所定数
に対し現設定マッピングを図解するように設計されるのが好ましい。
【００３１】
したがって、ディスプレイにより図解された各々の異なるタイプの情報に対し、ユーザー
インターフェースのボタン及び／又はキーに対し選択可能機能のマッピングが適合された
詳細を提供できる。
【００３２】
さらに、ディスプレイにより示された選択可能機能または異なる種類の情報のために、異
なる機能が、ユーザーインターフェースに設けられたボタン及び／又はキーに独立して割
り当てられている。それゆえに、例えば、当該装置の操作状態に依存してユーザーインタ
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ーフェースのボタン及び／又はキーを有効化または無効化することが可能である。
【００３３】
したがって、ユーザーインターフェースのボタン及び／又はキーの数を、最小限に減らす
ことができる。
【００３４】
好ましい実施形態において、当該装置のディスプレイは、地域別に差異を示す機能領域を
備え、各々が複数の機能の一つを表示するように設計されている。そのため、その機能は
、例えば、メニューを介するスクロール機能のような、当該装置の操作及び／又はディス
プレイ自身の操作に関する如何なる機能であってもよい。
【００３５】
好ましくは、ディスプレイの地域別に差異を示す機能領域は、独立して有効化または無効
化されるように設計される。したがって、選択可能機能は、ディスプレイにより現時点で
図解された別々の情報に、別々に適合可能である。
【００３６】
好ましい実施形態において、機能領域は、ディスプレイの少なくとも一側部に沿って配置
される。より好ましくは、その機能領域は、ディスプレイの同一側部に沿って配置される
。しかしながら、その機能領域は、同様に、ディスプレイの異なる側部に配置されてもよ
い。
【００３７】
好ましい実施形態において、ディスプレイは、少なくとも２つの、より好ましくは、少な
くとも３つの機能領域を備える。そのため、少なくとも一つの機能領域が、当該装置の選
択可能機能を介してスクロールできるように設計されることが好ましい。そのため、ディ
スプレイは、当該装置に設けられた機能メニューを介して現スクロール位置を指示する指
示手段を図解するように設計されるのが好ましい。
【００３８】
ボタン又はキーの、別々の識別項目のグラフィカル表示は、ディスプレイの機能領域に隣
接して存在するのが好ましい。このため、別々の識別項目に対して、例えば、ユーザーイ
ンターフェースの特定のボタン又はキーに対して、ディスプレイの、別々の機能領域によ
り示される機能の関連付けが容易になる。したがって、ディスプレイと組み合わされたユ
ーザーインターフェースの取り扱いは、非常に便利になり、当該装置の使用者にとって使
用が簡単になる。
【００３９】
識別項目のグラフィカル表示は、ディスプレイに対して追加部分であることが好ましいこ
とが分かる。このため、ディスプレイの全体の大きさが、別々の選択可能機能及び／又は
当該装置の現操作状態を図解する為に使用可能である。したがって、ディスプレイの効率
的な使用、例えば、ディスプレイのサイズを減少させられる。
【００４０】
しかしながら、他の好ましい実施形態において、識別子項目のグラフィカル表示は、ディ
スプレイの一体部分になっている。したがって、識別項目の特別なグラフィカル表示、例
えば、ユーザーインターフェースのボタン又はキーに対する、別々の選択可能機能の割り
当てが強化される。
【００４１】
当該装置のユーザーインターフェースは、少なくとも一連のボタン又はキーを与える圧力
キー要素であることが好ましい。そのため、ボタン又はキーは、動き又は加速度を感知す
る為に、例えば、当該装置に使用者の所望の操作を送信する為に適した如何なる機械的要
素として理解される。
【００４２】
ユーザーインターフェースのボタン又はキーは、少なくとも一つの特権方向に配列される
のが好ましく、前記方向は、ディスプレイ上の機能領域の対応特権方向に対応しているこ
とが好ましい。したがって、前記機能領域によりディスプレイ上に図解された選択可能機
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能またはディスプレイ上の機能領域とユーザーインターフェースとの関連付けが強化され
る。
【００４３】
好ましい実施形態において、ユーザーインターフェースの圧力キー要素は、それぞれ、ボ
タンの左、中央、右の圧力キー又はボタンを備える。好ましい実施形態において、左の圧
力キー及び右の圧力キーは、当該装置のディスプレイにより図解された少なくとも一つの
機能メニューを介してスクロールする為のキーでもよい。
【００４４】
しかしながら、他の好ましい実施形態において、圧力キー要素は、それぞれ、左の圧力キ
ー、右の圧力キー、うえの圧力キー、下の圧力キーを備える。したがって、ディスプレイ
による、より複雑なメニュー構造図解を介して使用者を案内することが容易になる。
【００４５】
ユーザーインターフェースの別々のボタン又はキーに対して関連付けられたグラフィカル
識別項目は、ユーザーインターフェースの全てのボタン又はキーに対して異なっているこ
とが好ましい。そのため、別々のボタン又はキー間の明瞭な差異を使用者に認識させる為
に、グラフィカル識別項目は、単純な幾何学的図形及び／又はアルファベット文字である
ことが好ましい。例えば、グラフィカル識別項目は、幾何学的な円、四角、三角などでも
よい。さらに、グラフィカル識別は、同様に、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｘ，Ｙ，Ｚ等のようなアルフ
ァベット文字でもよい。しかしながら、グラフィカル識別項目は、別々のボタン又はキー
間の区別を可能にする、如何なる種類のシンボルでもよい。
【００４６】
ボタン又はキー間の区別の可能性を強化するために、ボタン又はキーは、各々が、異なる
幾何学的な設計でもよい。
【００４７】
グラフィカル識別項目は、ユーザーインターフェースの別々のボタン又はキーの上面に配
置されるのが好ましい。そのため、項目は、ボタン又はキー上に印刷されるのが好ましい
。
【００４８】
他の好ましい実施形態において、ボタン又はキーは、ユーザーインターフェースの別々の
ボタン又はキーの内部に組み込まれた光源により照明されるように設計されている。その
ため、別々のボタン又はキーに関連付けられた識別項目またはボタン又はキーは、独立し
て照明されるように設計されるのが好ましい。したがって、ユーザーインターフェースの
ボタン又はキーの一つが現時点で有効化または無効化される装置の使用者に示唆すること
が可能になる。
【００４９】
ボタン又はキーの識別項目のグラフィカル表示は、別々の識別項目の大きさ及び設計に関
する正確な複製であることが好ましい。したがって、識別項目の、別々のグラフィカル表
示に密接して表示される選択可能機能に対するボタン又はキーの関連付けが容易になる。
【００５０】
好ましい実施形態において、当該装置は、使用者が飲料を調製することを支援する為に少
なくとも一つのメニューを表示する為のプログラムを備えている。そのため、当該装置は
、前記プログラムが保存されるメモリを含むことが好ましい。
【００５１】
さらに、当該装置は、当該装置のメモリに保存されるプログラムを実行させる為にマイク
ロプロセッサを含むことが好ましい。
【００５２】
他の好ましい実施形態において、当該装置のメモリに接続され、例えば外部記憶ドライブ
又は外部ネットワーク（例えば、インターネット又は無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ））に当該装
置を接続するように設計された送信手段が設けられる。したがって、例えばプログラムに
関する情報、及び／又は、ディスプレイにより示され、当該装置により調整される選択可



(9) JP 2013-533003 A 2013.8.22

10

20

30

40

50

能な飲料に対する、或いは／更に、操作上のパラメータ、及び／又は、機能に関する情報
は、前記送信手段により、変更または更新されてもよい。
【００５３】
当該装置の淹出ユニットは、使い捨て飲料用カプセルを受けるように構成されることが好
ましい。そのため、用語「使い捨て飲料用カプセル」は、それぞれに当該装置に設けられ
た如何なるカプセル又はカートリッジをも備え、液体食物が形成されるようにカプセルま
たはカートリッジ内部に設けられた原料との相互作用が可能である。
【００５４】
他の好ましい実施形態において、当該装置のメニュープログラムは、少なくとも２つのカ
プセルから飲料を調製するように設計される。そのため、その少なくとも２つのカプセル
は、異なる原料を備えることが好ましい。このように、例えば、カプチーノ、ラテ・マキ
アートドリンクのように２つの異なるカプセルを用いて調製可能な混合ドリンクを調製す
ることが可能であり、一方にはコーヒー原料が含まれ、他方にはミルク粉末が含まれる。
【００５５】
そのため、当該装置のメニュープログラムは、連続方式でドリンクの調製中、異なるステ
ップを図解するように設計されるのが好ましい。好ましくは、メニュープログラムは、使
用者に、異なるカプセルの装着及び排出時を知らせ、これらのカプセルの各々に注入され
るべき所望容量の液体を使用者が入れられるように設計されている。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
本発明の更なる特徴、利点、目的は、以下の本発明の詳細な説明を読み、添付された図面
と合わせて考慮するとき、当業者にとって明らかになるであろう。
【図１ａ】本発明に従う飲料製造装置のユーザーインターフェースの好ましい実施形態の
概略図を示す。
【図１ｂ】本発明に従う飲料製造装置のディスプレイユニットの好ましい実施形態の概略
図を示す。
【図２】ディスプレイユニットから分離され、ユーザーインターフェースを持つ、本発明
に従う飲料製造装置の好ましい実施形態の平面斜視図を示す。
【図３】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイレ
イアウトの好ましい実施形態を示す。
【図３Ａ】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図４】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイレ
イアウトの好ましい実施形態を示す。
【図４Ａ】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図５】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイレ
イアウトの好ましい実施形態を示す。
【図６】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイレ
イアウトの好ましい実施形態を示す。
【図７】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイレ
イアウトの好ましい実施形態を示す。
【図８】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイレ
イアウトの好ましい実施形態を示す。
【図９】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイレ
イアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１０】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１０ａ】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレ
イレイアウトの好ましい実施形態を示す。
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【図１０ｂ】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレ
イレイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１１】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１２】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１３】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１４】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１５】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１６】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１７】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１８】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図１９】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２０】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２１】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２２】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２３】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２４】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２５】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２６】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２７】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２８】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図２９】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図３０】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図３１】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図３２】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図３３】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図３４】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
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【図３５】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図３６】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図３７】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【図３８】様々な選択可能機能を図解するように設計されたディスプレイのディスプレイ
レイアウトの好ましい実施形態を示す。
【実施形態の詳細な説明】
【００５７】
図１ａは、使用者に当該装置の所望の機能を手動で選択させる飲料製造装置のユーザーイ
ンタ－フェース１の概略図である。それゆえに、ユーザーインターフェース１は、少なく
とも２つ、好ましくは３つのキー１ａ、１ｂ、１ｃを備える圧力キー要素であることが好
ましい。
【００５８】
これらのキー１ａ、１ｂ、１ｃは、当該装置の所望操作を起動する為に、飲料調製装置に
信号を送信するのに適した如何なる機械的なボタン又はキーでもよい。
【００５９】
これらのキー１ａ、１ｂ、１ｃは、指、特に使用者の親指又は指先を用いた便利な操作を
可能するのに充分に広いことが好ましい。そのため、これらのキー１ａ、１ｂ、１ｃは同
じ大きさであることが好ましい。
【００６０】
しかしながら、他の好ましい実施形態において、これらのキー１ａ、１ｂ、１ｃの大きさ
は、別々のキーの区別の可能性を高める為に変えてもよい。例えば、別々の外側のキー１
ａ、１ｃ、すなわち、中央のキー１ｂの左側のキー及び右側のキーが、例えば、専用ディ
スプレイ２（図１ｂを参照）に示されたメニューの機能を通じてスクロールする為に専ら
使用される実施形態においては、より大きな中央のキー１ｂを有することが都合が良い場
合がある。
【００６１】
また、キー１ａ、１ｂ、１ｃは、図１に示唆されるように幾何学的な形状が異なってもよ
い。好ましい実施形態において、中央のキー１ｂは、円形の形状であることが好ましく、
例えば、外側のキー１ａ、１ｃが三角形状又は長方形状である場合、このキーが機能選択
の為に専ら使用されることを使用者に示唆することが好ましい。
【００６２】
中央のキー１ｂの幾何学的形状は、外側のキー１ａ、１ｃの幾何学的形状から変化させる
ことが好ましい。特に、外側のキー１ａ、１ｃは、等しい幾何学的形状であることが好ま
しい。しかしながら、ユーザーインターフェース１のキー１ａ、１ｂ、１ｃは、如何なる
所望の形状であってもよい。
【００６３】
図１ａに示されているように、キー１ａ、１ｂ、１ｃは、別々の識別項目３ａ、３ｂ、３
ｃを備え付けることが好ましい。識別項目１ａ、１ｂ、１ｃは、全てのキー１ａ、１ｂ、
１ｃにとって、異なっていることが好ましい。そのため、識別項目は、単純な幾何学的形
態及び／又はアルファベット文字であることが好ましい。
【００６４】
図１ａに示されているように、ディスプレイの対応メニューから当該装置の所望の機能を
選択するように設計可能な少なくとも一つの中央のキー１ｂは、それに関連付けられた識
別項目３ｂを有し、これは、２つの外側のキー１ａ、１ｃとは異なっている。そのため、
識別項目３ｂは、円形であることが好ましい。外側の識別項目３ａ、３ｃは、同様の形状
又は設計でもよい。しかしながら、図１ａに示されているように、識別項目３ａ、３ｃは
、別々のキー１ａ、１ｂ、１ｃ間の区別を使用者が可能にするように変化させてもよい。
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【００６５】
識別項目３ａ、３ｂ、３ｃは、別々のキー１ａ、１ｂ、１ｃ上に配列されるのが好ましい
。しかしながら、使用者が識別項目３ａ、３ｂ、３ｃの各々を対応キー１ａ、１ｂ、１ｃ
に関連付けることができるように、識別項目３ａ、３ｂ、３ｃを、別々のキーに密接させ
て配列させてもよい。
【００６６】
識別項目３ａ、３ｂ、３ｃは、別々のキー１ａ、１ｂ、１ｃの上面９から突き出ているこ
とが好ましい（図２も参照）。これにより、使用者は、別々のキー１ａ、１ｂ、１ｃの上
面９に触れることにより、別々の識別項目３ａ、３ｂ、３ｃを簡単に識別することが可能
である。
【００６７】
さらに、識別項目３ａ、３ｂ、３ｃは、識別項目を照明する為に、これらに関連付けられ
た照明手段（図示せず）を有してもよい。そのため、識別項目３ａ、３ｂ、３ｃの照明手
段は、選択可能なキーの識別項目だけを照明するように設計されてもよい。したがって、
ユーザーインターフェースの、別々のキー１ａ、１ｂ、１ｃのうちのどれが現時点で選択
可能であり、例えば、飲料製造装置の操作状態又は別々のメニューにおいて有効化されて
いるかが使用者に示唆されてもよい。そのため、照明手段は、例えば、識別項目３ａ、３
ｂ、３ｃに密接して置かれたＬＥＤでもよい。
【００６８】
図１ｂは、本発明に従う飲料製造装置のディスプレイ２の好ましい実施形態を示す。ディ
スプレイ２は、当該装置の操作法を当該装置の使用者に指示する為の情報を図解するよう
に設計されたＬＣＤディスプレイであることが好ましい。ディスプレイ２により示された
情報は、例えば、ユーザ－インターフェース１を用いた使用者の選択の際に当該装置によ
り実行可能な様々な機能を呼び出す為に、例えば異なるメニュー構造または項目を備えて
もよい。そのため、選択可能機能又はメニュー構造の示されたグラフィカル内容は、ディ
スプレイ２に接続された、ストレージまたはメモリ装置（図示せず）から検索されるのが
好ましい。
【００６９】
好ましい実施形態において、ディスプレイは、各々が異なるグラフィカル内容を示すよう
に設計された機能領域６ａ、６ｂ、６ｃを備える。そのため、ディスプレイは、機能領域
６ａ、６ｂ、６ｃより大きなサイズの中央の情報領域１０を更に備えることが好ましい。
【００７０】
機能領域６ａ、６ｂ、６ｃは、当該装置の選択可能機能に似た異なる項目又はアイコンを
図解するように設計されるのが好ましい。例えば、機能領域６ａ、６ｂ、６ｃは、示され
た機能５ｃにより示唆されるように、当該装置の操作上のメニューを通じてスクロールす
る為に矢印を示してもよい。機能領域６ａ、６ｂ、６ｃのうち少なくとも一つは、当該装
置の保存されたメニュープログラムのメニュー項目を通じてスクロール機能を図解するよ
うに設計されることが好ましいことに留意されたい。
【００７１】
さらに、他の機能領域６ｂは、示された機能５ｂにより示唆されるように、例えば、「開
始」、「進む」等のようなテキスト又は対応グラフィカル図解を表示することにより、開
始操作または選択されたメニュー項目１１の選択を図解してもよい。
【００７２】
他の機能領域６ａは、示された機能５ａにより示唆されるように、例えば、「停止」、「
戻る」、「キャンセル」等のようなテキスト又は対応グラフィカル図解を表示することに
より、別々の選択メニュー項目１１の停止操作又は選択解除を図解してもよい。
【００７３】
選択可能機能５ａ、５ｂ、５ｃは、中央情報領域１０に表示されることが好ましい特別に
示されたメニュー項目１１に好ましくはリンクされることに留意されたい。したがって、
機能領域６ａ、６ｂ、６ｃにより示された情報は、メニュー項目１１の所定セットの各々
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に対し、事前に調整されることが好ましい。しかしながら、使用者は、例えば、専用イン
ターフェースにより当該装置に接続可能な外部の入力手段を用いて、どのメニュー項目１
１に対しても、示された機能領域６ａ、６ｂ、６ｃを独立して調整してもよい。
【００７４】
図１ｂに示されるように、機能領域６ａ、６ｂ、６ｃは、キー１ａ、１ｂ、１ｃの識別項
目３ａ、３ｂ、３ｃのグラフィカル表示４ａ、４ｂ、４ｃの近傍に所定パターンで配列さ
れるのが好ましい。そのため、機能領域６ａ、６ｂ、６ｃは、ディスプレイの外側に配列
されるのが好ましい。
【００７５】
このため、ディスプレイ２及びユーザーインターフェース１は、互いに分離されて飲料製
造装置に配列されるのが好ましいが、使用者は、対応識別項目３ａ、３ｂ、３ｃに装着さ
れたユーザーインターフェースのキーに、別々の機能領域により示された情報または機能
領域６ａ、６ｂ、６ｃの何れをも簡単にリンクさせることができる。
【００７６】
したがって、機能領域６ａ、６ｂ、６ｃにより示された当該装置の選択可能機能５ａ、５
ｂ、５ｃの、ユーザーインターフェース１のキー１ａ、１ｂ、１ｃに対する個々のマッピ
ングが可能になり、例えば、当該装置の操作に必要な設けられたキーの合計を最小限に減
らすことができる。
【００７７】
機能領域６ａ、６ｂ、６ｃは、当該装置の、別々のメニュー項目に依存して、有効化及び
／又は無効化されてもよい。そのため、機能領域６ａ、６ｂ、６ｃは、ユーザーインター
フェース１の識別項目３ａ、３ｂ、３ｃまたはキー１ａ、１ｂ、１ｃの照明手段にリンク
され、機能領域６ａ、６ｂ、６ｃが無効化されるならば、別々のキー１ａ、１ｂ、１ｃの
対応照明手段も同様に無効化され、選択された現在のメニュー項目に対し、このキーが有
効でないことを使用者に示唆されてもよい。
【００７８】
図２に示されるように、ユーザーインターフェース１及びディスプレイ２は、互いに離れ
て配列されるのが好ましい。そのため、ディスプレイ２は、飲料製造装置２０の全部に配
列されるのが好ましい。ユーザーインターフェース１は、当該装置２０の上部に配列され
るのが好ましい。したがって、ディスプレイ２及びユーザーインターフェース１の両方は
、互いに離されているので、サイズを大きく設計でき、例えば、当該装置が比較的小型寸
法であっても、当該装置２０の便利な操作が可能になる。
【００７９】
好ましい実施形態において、識別項目３ａ、３ｂ、３ｃのグラフィカル表示４ａ、４ｂ、
４ｃは、図２に示唆されるようにディスプレイ２の下方に配列されるのが好ましい。
【００８０】
図２に従う好ましい実施形態において、グラフィカル表示４ａ、４ｂ、４ｃ、例えば、識
別項目３ａ、３ｂ、３ｃは、四角形、円形、三角形のような異なる単純な幾何学的な図形
となるように選択される。したがって、使用者は、別々の識別項目３ａ、３ｂ、３ｃ間で
簡単に区別することができ、これが、別々のキー１ａ、１ｂ、１ｃに対する機能５ａ、５
ｂ、５ｃのマッピングを容易にする。
【００８１】
グラフィカル表示４ａ、４ｂ、４ｃは、例えば、飲料製造装置２０の上面１２に刻み込ま
れている。さらに、グラフィカル表示４ａ、４ｂ、４ｃは、照明手段（図示せず）が装着
されてもよく、これらは、ディスプレイ２により、または、機能領域６ａ、６ｂ、６ｃに
より、図解される対応機能が選択可能か否かの場合に有効化または無効化されるように設
計されるのが好ましい。
【００８２】
中央情報領域１０は、装置の現設定操作状態又は当該装置の所定メニューの現選択メニュ
ー項目を示すのが好ましい。そのため、中央情報領域１０上に表示される情報は、図３～
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図３８により更に示唆されるように、テキスト及び／又はグラフィカル図解１１を用いて
示されてもよい。そのため、図３～図３８は、ディスプレイ２により図解されるテキスト
及び／又はグラフィカル情報の例示的な実施形態を示す。
【００８３】
テキスト及び／又はグラフィカル図解１１は、飲料調整ステップを通じて使用者を案内し
、更に／又は、当該装置の選択された機能の処理又は経過について使用者に通知するのに
適した如何なる情報でもよい。そのため、情報領域１０は、例えば、現設定時間、例えば
、図３，図３ａに示唆されるように、当該装置がスタンバイモードにあるときを示しても
よい。
【００８４】
さらに、加熱中の経過は、例えば、図４，図４ａに示唆されるように図解されてもよい。
【００８５】
図５～図８に示唆されるように、ディスプレイは、使用者に与えられるたった一つまたは
２つの異なるカプセルから調整される異なる飲料を図解してもよい。
【００８６】
さらに、使用者は、図２０～図２３により示されるように、当該装置の湯垢を除去するよ
うに指示されてもよい。そのため、情報領域１０は、当該装置の効を奏する湯垢除去のた
め使用者により実行されなければならない連続ステップを示してもよい。
【００８７】
さらに、図２７～図２９に示唆されるように、情報領域１０を用いて、ステップバイステ
ップで、当該装置の洗浄処理が示され、使用者に説明されてもよい。
【００８８】
情報領域１０により示された異なるメニュー項目１１の全てについて、キー１ａ、１ｂ、
１ｃに対する調整可能な機能５ａ、５ｂ、５ｃのマッピングが調整されるのが好ましい。
このため、メニュー項目１１の各々について、異なる選択可能機能５ａ、５ｂ、５ｃが定
められてもよい。したがって、キー１ａ、１ｂ、１ｃは、現設定メニュー項目１１に依存
して、異なる機能が与えられている。
【００８９】
別々のキー１ａ、１ｂ、１ｃに対する選択可能機能５ａ、５ｂ、５ｃのマッピングは、飲
料製造装置のメモリ装置に保存されるのが好ましい。好ましくは、たった一つのキー１ａ
、１ｂ、１ｃが、現設定メニュー項目１１上の選択可能機能に対して、割り当てられるか
マッピングされる。しかしながら、二つ以上のキー１ａ、１ｂ、１ｃであっても、使用者
による入力を容易にするため、同一の選択可能機能に割り当てられてもよい。
【００９０】
機能領域６ａ、６ｂ、６ｃを用いて示された選択可能機能に対してマッピングされたユー
ザーインターフェースの対応キー１ａ、１ｂ、１ｃを押すことにより、消費者により選択
可能な飲料製造装置の現機能の他に、使用者は、別々のキーにより当該装置に対する特定
操作を手動で入力してもよい。そのため、キー１ａ、１ｂ、１ｃ及び／又はメニュープロ
グラムは、時間量を感知するように設計されてもよく、そのために、別々のキーば使用者
により押し下げられてきた。
【００９１】
したがって、使用者は、例えば、調整される飲料の所望量を設定する為に、使用者が望む
だけ長く、別々のキーを保持することにより、カプセルに与えられるべき特定の液体量を
選択してもよい。それにより、当該装置のメニュープログラムは、そのような使用者の手
動入力を記憶するように設計され、例えば、図１３により示唆されるように使用者に対し
て対応情報１１を出力し、もって、その入力がメモリに保存されるべきかを尋ねてもよい
。
【００９２】
当該装置のメニュープログラムは、使用者により最も選択される機能を記憶するように更
に設計されることが好ましい。それにより、当該プログラムは、頻度またはどのくらい使
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用者により選択機能が選択されてきたかに依存して、選択可能機能５ａ、５ｂ、５ｃのマ
ッピングを調整するように設計されてもよい。これは、例えば、各メニュー項目及び選択
可能な対応機能に対し、個別的に、記憶及び／又は調整されてもよい。そのため、特定パ
ターンの使用者の選択は、異なる飲料調製処理に対して保存されてもよい。さらに、メニ
ュー項目１１及び／又は選択可能機能５ａ、５ｂ、５ｃは、最も選択されたメニュー項目
１１及び／又は最も選択された機能が最初に列挙される方式で、ディスプレイ２に表示さ
れてもよい。
【００９３】
本発明は、その好ましい実施形態を参照して説明されてきたが、多くの変形例及び代替え
案は、以下に添付される特許請求の範囲で規定される本発明の範囲を逸脱することなく、
当業者により案出されてもよい。
【符号の説明】
【００９４】
１        ユーザーインターフェース
１ａ、１ｂ、１ｃ     キー
２        専用ディスプレイ
３ａ、３ｂ、３ｃ     識別項目
４ａ、４ｂ、４ｃ     グラフィカル表示
５ａ、５ｂ、５ｃ     選択可能機能
６ａ、６ｂ、６ｃ     機能領域
９        上面
１０    中央情報領域
１１    選択メニュー項目
１２    上面
２０    飲料製造装置
【図１ａ】 【図１ｂ】
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【図２】 【図３】

【図３Ａ】

【図４】 【図４Ａ】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１０ａ】 【図１０ｂ】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】



(24) JP 2013-533003 A 2013.8.22

【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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【図３５】 【図３６】

【図３７】 【図３８】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月20日(2012.12.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一成分及び／又は複数成分の飲料を調製する為の飲料製造装置であって、
　前記成分を調製する為の淹出ユニットと、
　使用者により機械的に操作されるように設計された複数のボタン又はキー（１ａ、１ｂ
、１ｃ）を与えるユーザーインターフェース（１）であって、別々のボタン又はキー（１
ａ、１ｂ、１ｃ）に関連付け付けられたグラフィカル識別項目（３ａ、３ｂ、３ｃ）を有
する、前記ユーザーインターフェースと、
　複数の選択可能かつ動的に配分された機能（５ａ、５ｂ、５ｃ）および前記飲料に関す
る情報を前記ユーザーインターフェース（１）の前記ボタン又はキー（１ａ、１ｂ、１ｃ
）を選択して押すことにより表示する為のディスプレイ（２）であって、前記ユーザーイ
ンターフェース（１）から分離され、前記ボタン又はキー（１ａ、１ｂ、１ｃ）の別々の
前記識別項目（３ａ、３ｂ、３ｃ）のグラフィカル表示（４ａ、４ｂ、４ｃ）に密接して
現設定機能を表示することにより、複数の機能（５ａ、５ｂ、５ｃ）のうち選択する一つ
に対して、前記ユーザーインターフェース（１）の前記別々のボタン又はキー（１ａ、１
ｂ、１ｃ）の現設定マッピングを示すように設計された、前記ディスプレイと、
を備える、飲料製造装置。
【請求項２】
　前記ディスプレイ（２）が、前記装置の操作状態に依存して、所定数の前記別々のボタ
ン又はキー（１ａ、１ｂ、１ｃ）に対して、現設定マッピングを示すように設計されてい
る、請求項１に記載の飲料製造装置。
【請求項３】
　前記ディスプレイ（２）は、各々が複数の機能（５ａ、５ｂ、５ｃ）のうち一つを表示
するように設計された地域別に差異を示す機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）を備える、請求
項１又は２に記載の飲料製造装置。
【請求項４】
　前記地域別に差異を示す機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）は、独立して有効化または無効
化されるように設計されている、請求項３に記載の飲料製造装置。
【請求項５】
　前記機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）は、前記ディスプレイ（２）の少なくとも一つの側
部に沿って配置されている、請求項３又は４に記載の飲料製造装置。
【請求項６】
　前記ボタン又はキー（１ａ、１ｂ、１ｃ）の前記別々の識別項目（３ａ、３ｂ、３ｃ）
）の前記グラフィカル表示（４ａ、４ｂ、４ｃ）は、前記ディスプレイ（２）の前記機能
領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）に隣接して存在する、請求項１～５のいずれか一項に記載の飲
料製造装置。
【請求項７】
　前記グラフィカル表示（４ａ、４ｂ、４ｃ）は、前記ディスプレイ（２）の一体部分で
あり、或いは、前記ディスプレイ（２）の追加部分として備えられている、請求項６に記
載の飲料製造装置。
【請求項８】
　前記ユーザーインターフェース（１）は、前記ディスプレイ（２）から離れている、請
求項１～７のいずれか一項に記載の飲料製造装置。
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【請求項９】
　前記ユーザーインターフェース（１）は、少なくとも一つの特権方向で、少なくとも一
連のボタン又はキーを与える圧力キー要素であり、前記方向は、前記ディスプレイ（２）
上の前記機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）の対応した特権方向に対応している、請求項３～
８のいずれか一項に記載の飲料製造装置。
【請求項１０】
　前記圧力キー要素（１）は、それぞれ、左の圧力キー、中央の圧力キー、右の圧力キー
を備える、請求項９に記載の飲料製造装置。
【請求項１１】
　前記圧力キー要素（１）は、それぞれ、左の圧力キー、中央の圧力キー、右の圧力キー
、上の圧力キー、下の圧力キーを備える、請求項９に記載の飲料製造装置。
【請求項１２】
　前記ユーザーインターフェース（１）は、前記装置の上に配置され、前記ディスプレイ
は、前記装置の前に配置されている、請求項１～１１のいずれか一項に記載の飲料製造装
置。
【請求項１３】
　前記装置は、前記使用者が前記飲料を調製することを支援するために少なくとも一つの
メニューを表示するプログラムを備える、請求項１～１２のいずれか一項に記載の飲料製
造装置。
【請求項１４】
　少なくとも一つの機能領域（６ａ、６ｂ、６ｃ）は、前記メニューのスクロール機能で
ある、請求項３～１３のいずれか一項に記載の飲料製造装置。
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【要約の続き】
キー（１ａ、１ｂ、１ｃ）の現設定マッピングを示すように設計された、上記ディスプレイと、を備える。
【選択図】　図１ｂ
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